
日
本
共
産
党
都
議
団
の
吉
田
信
夫
都

議
は
、
中
央
区
が
発
表
し
た
「
晴
海
地

区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
な
か
で
、
大
会

後
の
選
手
村
の
住
宅
活
用
に
つ
い
て
具

体
的
に
提
案
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

１
月
19
日
に
来
庁
し
、
区
か
ら
「
聞
き

取
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

区
側
は
、
松
村
秀
弦
地
域
整
備
課
長
、

早
川
秀
樹
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
調
整
担
当
課
長
が
出
席
し
、
党

区
議
団
も
同
席
し
ま
し
た
。

吉
田
都
議
は
、
こ
の
日
の
「
聞
き
取

り
」
を
う
け
、
１
月
27
日
の
都
議
会
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別

委
員
会
で
「
中
央
区
が
策
定
し
た
『
晴

海
地
区
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
、
選
手
村

地
区
に
分
譲
住
宅
、
賃
貸
住
宅
、
学
生

寮
、
社
宅
、
高
齢
者
施
設
、
医
療
施
設

な
ど
の
整
備
を
掲
げ
て
い
る
」
こ
と
を

示
し
、
今
後
対
応
し
て
い
く
よ
う
求
め

ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
の
荒
井
俊
之

輸
送
担
当
部
長
は
「
地
元
区
と
も
連
携

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
答
え
ま
し
た
。

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
を
批
判

さ
ら
に
、
吉
田
都
議
は
、
50
階
建
て

の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
２
棟
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
事
前
に
意
見

を
聞
い
た
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
意
向

を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
問

を
投
げ
か
け
、
「
都
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
提
出

し
た
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
に
明
記
し
た
選

手
村
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
宿
泊
棟
の
配
置

計
画
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
だ
」
と

指
摘
す
る
と
と
も
に
「
都
が
用
地
取
得
、

基
盤
整
備
を
含
め
、
莫
大
な
公
費
を
投

入
す
る
選
手
村
整
備
が
、
一
部
の
民
間

事
業
者
の
利
益
の
た
め
に
ゆ
が
め
ら
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
批

判
し
、
計
画
の
再
検
討
を
迫
り
ま
し
た
。

地
元
か
ら
も
批
判
の
声

同
委
員
会
で
は
、
他
の
委
員
か
ら

「
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
で
収
益
を
得
よ

う
と
す
る
の
は
間
違
い
だ
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
」
「
億
シ
ョ
ン
、
こ
ん
な

も
の
は
レ
ガ
シ
ー
（
五
輪
大
会
の
遺
産
）

と
言
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
」
と
の

批
判
が
出
ま
し
た
。
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ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

東
京
都
都
市
整
備
局
は
、
晴
海
に

選
手
村
宿
泊
施
設
と
し
て
使
用
す
る

住
宅
棟
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ
て
、

１
月
23
日
に
「
（
仮
称
）
晴
海
五
丁

目
西
地
区
開
発
計
画
の
環
境
影
響
評

価
書
案
」
を
作
成
し
、
都
知
事
（
環

境
局
）
に
提
出
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
（
表
面
イ
メ
ー
ジ
図
参

照
）
は
、

●
区
域
面
積
…
18
万
㎡

●
超
高
層
タ
ワ
ー
住
宅
…
２
棟

●
板
状
住
宅
棟
…
22
棟

●
商
業
棟
…
１
棟

●
住
宅
戸
数
…
約
５
９
５
０
戸

を
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で
、

工
事
期
間
は
、

Ⅰ
期
工
事
期
間
…
16
年
度
～
19
年
度

Ⅱ
期
工
事
期
間
…
20
年
度
～
23
年
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
環
境
影
響
評
価
の
結

論
は
、
風
環
境
は
、
下
枠
（
右
）
の

よ
う
に
、
ラ
ン
ク
３
か
ら
ラ
ン
ク
１
、

ラ
ン
ク
２
へ
「
改
善
」
さ
れ
る
と
し

て
い
ま
す
。

風
が
弱
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
さ
ら
に
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
迷
路
」
の
よ
う
な
建
物
の
配
置

で
複
雑
な
風
の
流
れ
も
心
配
で
す
が
、

「
改
善
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
「
二
酸
化

窒
素
」
も
「
浮
遊
粒
子
物
質
」
も

「
環
境
基
準
値
を
下
回
る
」
と
し
て

い
ま
す
。

騒
音
・
振
動
は
「
工
事
中
の
騒
音

は
勧
告
基
準
を
下
回
る
」
「
工
事
車

両
の
道
路
交
通
騒
音
は
環
境
基
準
値

を
下
回
る
」
「
夜
間
の
道
路
交
通
振

動
は
規
制
基
準
値
を
下
回
る
」
と
し
、

日
影
に
つ
い
て
は
「
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

や
超
高
層
タ
ワ
ー
２
棟
の
中
央
付
近

へ
の
配
置
に
よ
っ
て
、
日
影
の
影
響

は
低
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

景
観
に
つ
い
て
は
、
下
枠
（
左
）

の
よ
う
に
「
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
景
観

が
形
成
さ
れ
…
臨
海
部
の
新
た
な
都

市
景
観
と
し
て
周
辺
地
域
の
景
観
と

調
和
す
る
」
「
水
辺
を
生
か
し
た
景

観
形
成
」
な
ど
と
自
画
自
賛
で
す
。

今
後
、
詳
し
い
内
容
の
「
環
境
影

響
評
価
書
」
が
発
表
さ
れ
れ
ば
、
そ

れ
を
分
析
し
、
ご
報
告
し
ま
す
。

計
画
地
は
朝
潮
運
河
、
晴
海
運
河

及
び
東
京
湾
に
囲
ま
れ
た
埋
立
地
で

あ
り
、
そ
の
大
半
が
、
低
未
利
用
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設
前
の
風
環

境
は
ラ
ン
ク
３
（
事
務
所
街
相
当
の

風
環
境
）
が
多
く
出
現
し
て
い
た
が
、

建
設
後
（
対
策
後
）
に
お
い
て
は
、

そ
の
多
く
が
ラ
ン
ク
１
（
住
宅
地
の

商
店
街
・
野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
相
当
の

風
環
境
）
又
は
ラ
ン
ク
２
（
住
宅
街
・

公
園
相
当
の
風
環
境
）
へ
変
化
し
、

風
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
防
風
対
策
を
行
わ
な
い
場

合
（
建
設
後
（
対
策
前
）
）
、
計
画

建
築
物
の
存
在
に
よ
り
新
た
に
ラ
ン

ク
３
と
な
る
地
点
が
２
地
点
生
じ
る

と
予
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
２
地
点
は
、

植
栽
等
に
よ
る
防
風
対
策
（
建
設
後

（
対
策
後
）
）
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
ラ
ン
ク
２
へ
変
化
す
る
こ
と
か

ら
、
風
環
境
は
改
善
さ
れ
る
と
予
測

す
る
。

し
た
が
っ
て
、
計
画
建
築
物
の
存

在
に
よ
り
、
計
画
地
内
及
び
周
辺
地

域
の
風
環
境
に
変
化
は
あ
る
も
の
の
、

お
お
む
ね
ラ
ン
ク
２
に
相
当
す
る
風

環
境
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

風
環
境

（
都
の
県
境
影
響
評
価
書
案
よ
り
）

（
前
半
略
）

本
事
業
の
計
画
建
築

物
は
、
沿
道
景
観
や
晴
海
運
河
、
朝

潮
運
河
に
面
す
る
水
辺
を
生
か
し
た

景
観
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
等
か

ら
の
水
面
越
し
の
視
認
も
意
識
し
、

計
画
地
内
に
２
棟
の
住
宅
棟
（
超
高

層
タ
ワ
ー
）
及
び
複
数
の
住
宅
棟

（
板
状
）
を
組
み
合
わ
せ
た
配
置
計

画
と
す
る
こ
と
で
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
景
観
が
形
成
さ
れ
、
周
辺
の
晴
海

一
丁
目
か
ら
四
丁
目
地
区
、
勝
ど
き

地
区
と
同
様
に
、
臨
海
部
の
新
た
な

都
市
景
観
と
し
て
周
辺
地
域
の
景
観

と
調
和
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
水

辺
沿
い
の
建
築
物
は
、
隣
棟
間
隔
を

十
分
確
保
し
、
水
域
に
面
し
て
長
大

な
壁
面
を
避
け
る
よ
う
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
建
物
高
さ
や
壁
面
に
変
化

を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
水
面
越
し

の
見
え
方
に
配
慮
し
た
景
観
に
な
る

も
の
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
評
価
の
指
標
と

し
た
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
海

辺
の
環
境
と
共
生
し
た
景
観
の
形
成
」
、

「
都
民
に
と
っ
て
貴
重
な
海
辺
景
観

の
保
全
と
活
用
」
及
び
「
水
辺
を
生

か
し
た
景
観
形
成
」
を
満
足
す
る
も

の
と
考
え
る
。

（
後
半
略
）

景
観

（
都
の
県
境
影
響
評
価
書
案
よ
り
）


